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国際物流とは

顧客工場物流倉庫 トラック

コンテナターミナル
空港

船舶

顧客倉庫

トレーラー

トレーラー

飛行機
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船舶技術開発
（安全運航、省エネ、環境）

安全、環境
経済性の差別化

１．技術開発による国際物流への貢献とは

１－１．船舶技術開発による国際物流への貢献

・「実運航における燃費改善のためのトリム最適化」
・「ハイブリッド過給機への実船検証からの提言」
・「日本郵船グループの空気潤滑法への取組み

- モジュール船からバルカー、そして未来へ-」
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船舶モニタリングの進展と将来ロードマップ

燃費計
FUELNAVI

運航モニタリング
SIMS

フリートモニタリング

実海域性能解析

電子アブログ
SPAS

ウェザールーティング
との連携

リアルタイム・ウェザールーティング
＆モニタリング
• ブロードバンド通信
• 波浪、動揺の常時計測
• 耐航性能モデル利用

レーダー
波浪解析

ブロード
バンド

実海域性能データベース
• 仕組み船・傭船
• ドラフト、トリム
• 波・風影響
• システム統合

性能解析用モニタリング
• 船体付加物
• 塗料
• 主機ガバナー
• 新型プロペラ

各種計測装置の精度向上と
モデリング
• 高精度トルク＆スラスト計測
• 高精度ログ計測
• 高精度燃費計測
• 波浪&海流計測
• 実海域性能モデル開発

SEEMP対応パッケージ
• 運航におけるPDCA
• モニタリング装置標準化
• EEOI認証との連携

CO2 minimize

スマートフリートマネージメント
• 運航採算(C/B)最大化
• 温暖化ガス排出量コントロール
• 運航のPDCAを通した改善

Best balance S.E.E.

2007～2008年

2006年～

2008年～

2010年～

目標2012年～

2008年～

目標2013年～

目標2012年～

目標2013年～

目標2014年～

(コンテナ船)

計測・解析 最適オペレーション
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輸送品質の差別化

物流現場の差別化

物流技術開発
（貨物事故削減、作業効率向上）

・ 「リアルタイムカーゴケアシステムによるＣＳ向上」

１－２．物流技術開発による国際物流への貢献
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輸送品質の差別化

２．ＭＴＩの取り組む物流技術開発

計測・解析

貨物輸送環境（温度・衝撃）の見える化

海上輸送環境（温度・衝撃）
データの収集

航空輸送環境（温度・衝撃）
データの収集

開発中製品化

結露
結露事故防止シート

大きな衝撃
高性能防振パレット

防熱シート

廉価版防振パレット

積み付け

最適バンニングシステム

リアルタイムカーゴケアシステム

輸送環境DB

対策ソリューションの開発

２－１．物流技術開発による輸送品質の差別化

貨物事故の
根絶

物流コストの
削減

リードタイムの
短縮

振動・衝撃

大型輸送環境実験装置

非効率な積み付け

高温

温度・湿度

顧客のニーズ
蓄熱材の利用

カビ防止技術

コンテナ内二段積み付けラック
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高温
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防熱シート
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高性能防振パレット
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YOKOHAMA LAB(大型輸送環境実験棟)

振動台と温湿度環境再現室
・輸送中の振動･衝撃･動揺、温度･湿度を再現
・東日本大震災などの地震動を忠実に再現

１４ｍ

２９ｍ

振動台

温湿度環境再現室
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現場改善

IT/LT要素技術の進展（自動認識、通信、測位、データ交換、等々）

物流倉庫管理システム
（貨物位置管理（パレット））

貨物トラッキング
システム（コンテナ）

ダメージレポート
システム

完成車トラッキン
グシステム

輸送部材
管理システム
2005～

2007～

完成車位置管理
システム（エリア単位）

完成車位置管理
システム（屋外・個車単位）

完成車位置管理
システム（屋内・個車単位）

2008～

2012～

ダメージレポートシステム
（小型情報端末利用）

2005～

物流倉庫管理システム
（貨物位置管理（個品））

貨物の
見える化

作業の
自動化

貨物の
位置管理

作業の
見える化

物流現場のニーズ

作業効率改善

作業品質向上

対策ソリューションの開発物流現場の見える化

金属製ラック
管理システム
2008～ 2012～

２－２ 物流技術開発による現場改善
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輸送部材管理システム

自動認識技術（RFID）による通い箱管理と伝票レス化
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完成車位置管理システム

完成車蔵置作業と同時に自動的に位置情報を取得することにより、
①通常業務を効率化 ②残業を削減 ③ショートシップを防止

完成車ヤード

自動車ターミナル
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本船出航日 3/15

3/14に確定した船積対象車両の蔵置位置

ヤード蔵置車両約10,000台のなかから、右

のような不規則に蔵置された343台を0.5営

業日中に引抜する必要があった。

本システムにより、全台数の抽出を定時内に

終え、予定通り船積み完了できた。

自動車ターミナル
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まとめ

１）技術開発による国際物流への貢献とは、

船舶技術開発による海上輸送の安全・環境・経済性の差別化だけでなく、

物流技術開発による貨物の輸送品質・海上輸送以外の物流現場の差別化

もあること。

顧客工場物流倉庫 トラック

コンテナターミナル
空港 船舶

顧客倉庫

トレーラー

トレーラー

飛行機
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２）物流技術開発では、

船舶技術開発同様に、ＭＴＩのコア技術である計測・解析技術により、

●輸送環境の見える化を行い、輸送品質を守るソリューション開発

●物流現場の見える化を行い、現場改善のソリューション開発

を行っていること。


